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委員会報告書（案）の提示。【第11回委員会】3月20日

委員会報告書（案）の検討（有明海・八代海再生へ向けた「提
言」の作成）

【第10回委員会】2月22日

干潟等沿岸海域の再生方策の検討（課題の抽出と具体の施策に
ついて）

【第９回委員会】1月23日

・八代海ケーススタディー地区における意見交換会の状況報告
・干潟等沿岸海域の再生方策の検討（他地域での事例等につい
て）

【第８回委員会】12月21日

御所浦地区意見交換会八代海域現地視察(3)11月4日

八代海北部沿岸域意見交換会八代海域現地視察(2)10月31日

芦北地区意見交換会八代海域現地視察(1)10月26日

・有明海ケーススタディー地区における意見交換会の状況報告
・八代海ケーススタディー地区の選定

【第７回委員会】9月30日

熊本市川口地区（緑川河口域）意見交換会有明海域現地視察(3)9月7日

熊本市松尾地区（白川・坪井川河口域）意見交換会有明海域現地視察(2)9月5日

荒尾地区意見交換会有明海域現地視察(1)8月24日

・今年度の検討方針
・有明海ケーススタディー地区の選定

【第６回委員会】7月1日

平成
17年
度

・地域特性及び課題の整理について【第5回委員会】3月22日

・有明海・八代海の現状と課題について
・現地調査等について

【第4回委員会】1月27日

・干潟等沿岸海域再生調査の進捗状況等にについて事務局と委
員で意見交換
・八代海沿岸の視察（船上から）

【第3回委員会】
（環境整備船「海輝」と八代海

沿岸の視察）

12月24日

・委員の追加について
・干潟等沿岸海域の概況等について
・干潟等沿岸海域再生調査計画について

【第2回委員会】11月8日

・委員会の設置について
・委員長及び副委員長の選任
・委員会の公開、運営について 等

【第１回委員会】8月31日

平成
16年
度

検討内容委員会等期日等

委員会開催
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図 エラ ! 指定したスタイルは使われていません 1 委員会での検討フロ  

・文献・資料調査（国、県等） 

・漁業者聞き取り調査 

・地域住民アンケート調査 

・現地調査 

・有明海・八代海の現状と変遷 

・有明海・八代海の地域特性と課題 

 

有明海・八代海干潟等沿岸海域の再生のあり方（提言） 

再生方策のまとめ  有明海・八代海全体、ケーススタディー地区別 

 

実現に向けた課題の整理  情報公開、合意形成等の方法、再生方策の進捗管理 

 

具体的再生方策の抽出 

既往事例、継続事業、調査・研究・実証等 

ケーススタディー地区における
意見交換会 

再生方策に関する委員アンケート 

課題、具体的方策、注意事項 

再生方策に関する既往事例 
 再生・保全計画、具体的な施工例 
 具体的な取組み事例  

課題の抽出 
有明海全体 
ケーススタディー地区（荒尾、松尾、川口）  
八代海全体 
ケーススタディー地区（八代海北部沿岸、芦北、

御所浦） 

基本理念・基本方針の整理 

 望ましい姿、保全・再生方策の考え方  

 

再生に向けた基本理念・基本方針 
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熊本県：有明海・八代海干潟等沿岸海域再生検討委員会
～有明海・八代海干潟等沿岸海域の再生に向けて

（２）内容の紹介
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本調査におけるポイント（１）

1.既存の資料やデータ、市史、町史等の活用
熊本県の過去の報告資料等、市町村の市史

2.調査が行われておらず、データがない時代の状
況把握
漁業者への聴き取りや一般住民も含めたアン
ケート調査の実施

3.専門家による検討
有明海・八代海干潟等沿岸海域再生検討委員
会の設置
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本調査におけるポイント（２）
4.データがない中で、どのように原因を探り、如何
に再生への道筋を示すか。

１）まず、有明海・八代海において、干潟や藻場のある沿岸域の変化が大きな影
響を及ぼしていると考え、調査・検討に着手。

２）調査データだけでなく、聞き取り結果等を踏まえ、専門家の検討を経て、原
因・要因を想定。

３）同じ海域においても、区域毎に環境条件等が異なるとの前提で、ゾーン区分
を試みると共に、課題を絞り込むためケーススタディー地区を各海域で３箇
所づつ、計6箇所を設定。

４）２）に対し、他県の情報や県内での取り組み等勘案し、３）のケーススタディー
地区毎に具体的な再生方策を専門家の意見として提示。

※実証段階の方策や今後必要と考えられる調査等についても、方策の中で示した。

５）４）の結果については、あくまで意見として、今後、各ケーススタディー地区へ
フィードバックしながら、地域での課題についての共通認識や対策への合意
形成に努めることとしている。


